
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

●学力の向上

○子ども自らが「学ぶ」授業への転換 ○４５分の授業において子どもの活動時
間を５０％確保することができる教師が１
００％

○毎時間のめあてを児童が分かりやす
い言葉で提示し９０％以上の児童に達成
させる。

・校内研究と関連付け、授業研以外でも相互参
観週間を年２回計画し授業改善を図る。
・『学び合い』に関する先進校視察と講師を招
聘しての研修会を実施する。
・児童に分かりやすいめあての立て方について
の研修を行う。

B

・１００％の教師が、１時間の授業の中で児童の活動時間を２０
分以上確保できていると回答した。
・９２％の児童がめあての達成に向けて進んで学習に取り組ん
でいると回答した。保護者は７７％だったのでずれがみられた。
学級だよりで保護者に学習の様子を発信することで、児童の
実態を知らせていく。
・1月後半から2月前半で相互参観の期間を設ける。

B

・授業を行うすべての教師が1時間の授業で児童の活動
時間を20分以上確保することができていた。
・９５％の児童が、めあてを達成に向けて進んで学習して
いると回答した。
・年度初めから学級だよりで学習の様子を発信できるよう
に呼びかける。
・教師の相互参観は早い時期から行う。

学び部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○「自分も友達も大切にできた」と答える
児童の割合を８５％以上にする。
〇いのちの大切さについて自分の言葉
で説明することができる児童が８０％以
上

・「自分も友達も大切にする」ということはどうい
うことかを考えさせる授業を実施し、お互いの
思いを伝え合わせたり感想を掲示したりする。
・いのちの大切さを考える授業実践を年に2回
以上実施する。

B

・アンケートで「自分も友達も大切にできた」との回答は児童、保護者
は90％以上であった。今後も具体的な実践ができるよう、道徳の授業
や帰りの会の「いいことみつけ」など生活の中で考えさせる機会をつく
る。
・いのちの大切さについて考える授業実践は、各学年とも2回以上実施
できている。

A

・アンケートで「自分も友達も大切にできた」との回答は保
護者・保護者共に９０％以上であった。今後も友達を大切
にすることを考えることができる授業を実施していく。
・いのちの大切さについて考える授業は、外部講師の活
用もして計画通りに実践できた。

こころ部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○困ったときに、「自分から誰かに相談
することができた」と回答した児童の割
合が８０％以上

・「心のアンケート」を毎月実施する。「教育相
談週間」「いじめ体罰アンケート」とも併せて、児
童のSOSを早期に発見し、全職員で対応する。
・「SOSの出し方教育」を全学年で実施する。

B

・児童、保護者ともに７７％が「相談することができた」と回答した。SOS
の出し方教育は全学年で実施しており、自分が相談できる相手をあげ
ることができていた。今後は2月に教育相談週間を設けるとともに、「心
のアンケート」を継続し、その結果を見ながら個々に声掛けをして相談
しやすい環境を作って行く。

B

・「相談することができた」と回答した保護者は前回とほぼ変わら
なかったが、児童は６９％と減少した。教育相談週間を行い、１
人１人に担任と話す時間を設けたが、「困ったことはない」と答え
る児童も多くいた。今後も心のアンケートや教育相談週間などに
取り組み、児童が相談しやすい環境を維持していく必要がある。

教育相談担当

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒８
５％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒８０％
以上

・係活動、委員会活動などのなかで児童の主体的
な活動を推進する。児童のがんばりやよい行いな
どを紹介するコーナーを設置し、職員や児童でカー
ドを記入し、紹介をする。
・年間指導計画をもとに地域の企業や学校サポー
ターを活用し、各学年で外部講師を招いた学習を
年１回以上計画する。

B

・各学級での係活動や委員会活動などで児童が考えた活動に取り組むことが
できた。ぽかぽかの木での紹介も継続してできた。「認めてもらっている」と回
答した児童は、８７％であった。今後も取り組みを継続し、児童の活動の場を
増やしていく。
・地域の企業や学校サポ－ターを活用した。3学期に6年生に対して山代中生
徒会から中学校生活について話してもらう予定である。また、来年度以降は、
5.6年生を対象として2学期を目標に卒業生などを招き、自身の体験を話しても
らう機会を設け、児童のキャリア教育の一層の充実を図る。

B

・前期同様に各学級での係活動や委員会活動などで児童主体に取
り組む活動ができた。ぽかぽかの木での紹介は児童同士の賞賛が
増えている。「認めてもらえる」と回答した児童は、８７％であった。
・夢や希望について肯定的な回答は、保護者、児童共に６～７０％
にとどまった。山代中の生徒会による中学校生活についての話は、
児童に今後の見通しを持たせることができた。今後は、学校OBの
高校生や社会人の方にも声をかけていきたい。

こころ部

学び部

○「伊万里っ子しぐさ」を活用した心の教
育の推進

○児童が進んで挨拶をしていると回答し
た保護者や教職員の割合が８０％以上

・ボランティア委員会に「あいさつ運動」の取組
を提案させる。学期に１回程度全校で実施し、
学校だよりや学級通信で取組を紹介する。
・「あいさつ上手」を紹介する場を設定し、放送
などで全校に知らせる。

B

・あいさつ運動の取り組みは、ほぼ全学年で計画され実施することができた。学級
だより等でも取り組みを紹介している。ボランティア委員会で各学級の取り組みに
合わせて紹介やがんばってほしいことなどの放送をし、意欲につなげたい。
・「あいさつ上手」を放送で全校に紹介することができ、意欲につながっている。
・保護者のアンケートで「あいさつができている」の回答が６８％であった。地域での
挨拶ができた子が分かるような掲示物を作って推進する。

B

・２月に地域で挨拶ができた子が分かるような掲示物を
作り、取り組ませた。児童の意欲につながった。保護者の
アンケートで「挨拶ができている」の回答が７８％と評価が
上がった。
・挨拶上手の紹介があまりできなかったので、来年度は
ボランティア委員会で取り組んでいきたい。

こころ部

●「望ましい生活習慣の形成」 〇「山代っ子ウィーク」の取り組みを実施
した家庭（児童）の割合が８５％以上

「山代っ子の約束」を知っている児童の
割合を８０％以上になる取り組みを学期
に２回以上

・委員会の児童に「山代っ子の約束」の中から
毎月の重点項目を決めさせる。「山代っ子
ウィーク」にチャレンジカードを使って自分の生
活を振り返らせる。
・「山代っ子ウィーク」の取り組み状況について
HPや学校だよりを通じて保護者に知らせる。

B

・「山代っ子の約束」を知っていると回答した児童が、どちらかと
言えばそう思うを合わせても７５％であった。成果指標の８０％
以上を下回った。教室掲示用の「山代っ子の約束」はあるが、
個別に配布をしていなかったので、配布をして意識づけをして
いく。 A

・「山代っ子の約束」を知っていると回答した児童が８３％
に増加した。成果指標の８０％以上を上回った。「山代っ
子ウイーク」の記入カードに「山代っ子の約束を」書き加
え、意識化を図ったことも増加の要因と考える。「早寝・早
起き,朝ご飯を毎日食べることができた。」が、「どちらかと
いえばそう思う」を合わせて９４％であった。児童の実際
の生活でも向上がみられた。

からだチャレンジ部

○運動に親しむ児童の育成 ○週に２日以上外で遊ぶ児童の割合が
８０％以上

・委員会の児童が考えた外遊びを紹介するコー
ナーを設置する。また、ペア学級で遊ぶ日を学期に
２回以上設定する。
・年間を通してスポーツチャレンジを実施する。毎
月の結果を全校に放送で知らせ意欲付けを行う。

B

・体を動かすのが楽しいと回答した児童は８５％であったが、週に２回以上外
で遊んだり、運動したりすることができたと回答した児童は７９％であった。今
後はスポーツチャレンジやマラソンタイム等の取り組みや、体育の授業でみん
なでできる外遊びを紹介していく。また、外遊びや体を動かすことを促す声掛
けを委員会の子どもたちに放送をさせたり、日ごろから担任も声掛けをしたり
する。

A

・体を動かすのが楽しいと回答した児童が８５％から８
７％に増加した。週に２回以上外で遊んだり、運動したと
回答した児童は７９％から８４％に増加した。スポーツチャ
レンジやマラソンタイム等の取り組みや、大縄とフラフー
プの貸し出しも、児童の外遊びの増加につながった。

からだチャレンジ部

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・校時表や行事の見直しを、年間に３つ以上実
施する。
・退勤時刻を自己申告させ、業務の見通しをも
たせる。

B

・校時表については、学期の反省を受けて、途中からフッ素洗口や帰
りの取り扱いなどの変更を行った。
・退勤時刻は職員室にボードを作って可視化して意識付けすることが
できた。業務の見通しについては連絡会などで継続的にポイントを話
しながら、改善していく必要がある。

B

・校時表については、２種類あったが、ほとんど１つしか
使わなかった。そのため、実用性があるものに、見直し、
来年度は有効に活用していきたい。
・退勤時刻については、繁忙期と通常期とメリハリをつけ
て取り組むことで、より効果的に活用していきたい。

○働き方に関する教職員の意識改革と
実践

○働き方に関して、改善したと答える職
員が９０％以上

・学期に１回アンケートをとり、自身の業務の課
題に気づかせ、改善点を考えさせる。
・年に２回働き方についての研修会を実施し、
実践化を図る。

B

・研修を実施し、退勤時刻は少しずつ早くはなっており、約90％
の職員がそれを実感している。しかし、持ち帰りの仕事も多く、
業務内容の精選までには至っていない。研修などを通して、業
務内容を見直す時間を設定していく。

A

・研修の時間がなかなか確保できないので、連絡会で資
料を準備し、ミニ研修会を行うことができた。８０％の職員
が業務内容について見直そうとしていた。見直した業務
について見える化を図り、全体で共有していく必要があ
る。

●特別支援教育の充実

○個に応じた指導体制の充実
〇特別支援教育の推進

○校内の指導体制の見える化を図り、
特別支援教育が充実していると答える
職員が8０％以上

・校内指導体制の組織図を作成する。
・個別の支援計画・指導計画の作成に関する
研修、児童理解と支援の方法の研修を実施
し、職員の共通理解とスキル向上を図る。

A
・校内の指導体制の見える化や職員への研修を行い、特別支援教育
に対する共通理解を図った。
・巡回相談や支援会議を随時行い、児童の個に応じた支援を行った。
・特別支援教育が充実については、１００％の職員が充実していたと答
えた。

A
・校内指導体制の組織図は、本校の実態に合わせた組織図の作成が
今後の課題である。
・校内の支援体制が整備されていると回答した教師は１００％で、本校
の特別支援教育が充実していると回答した教師も１００％だった。今後
も個に応じた支援ができるように、支援体制を整えていきたい。

特別支援教育

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

〇全児童の学びと育ちの保
障

〇全ての子どもの学びを引き出す学習
環境の工夫

○学びやすさを保証するために、①指示
の出し方を工夫する②指示や発言内容
を視覚化する③板書の情報を精選する
④教室環境づくりができる教職員が１０
０％

・学期末ごとに教職員に達成度調査を実
施する。
・①と②については、校内研の事後研で協
議の視点として話し合う。
・UDについての研修を行う。

B

・１００％教師が児童が学習に集中しやすい環境づくりを行っていた。
チェックリストなどを活用してUDの視点を意識付けすることができた。
・校内研の事後研では、ICTを使った課題の提示やネームカードを活用
して児童の到達度を視覚化するなど児童が学びやすくなるような工夫
ができているという意見が出ていた。

B

・研修や事後研などで話題にできていたが、継続的な呼びかけが不足
していた。研修したものは、校内掲示を増やすなどしてさらなる啓発を
図りたい。
・UDの研修で学習環境はある程度整ったがまだ十分ではなく、、チェッ
クリストの結果も今後に活かすことができなかった。チェックリストの結
果を共有化し、学習環境を整えるための重点項目を挙げて全校で取り
組むことを今後の課題とする。

学び部

○地域連携教育の推進

○コミュニティスクールの活動の推進・
深化

○各サポーターの活動として、２つ以上
実施する。
〇年間３回以上コミュニティスクールだよ
りとして、保護者や地域の人に発信す
る。

・年間計画の見直しと、児童からの感謝の
気持ちを伝える場を設定する。
・コミュニティスクールの取り組みをHPや学
校だよりで紹介し、理解を深める。

B

・年間計画の作成が進んでいない。今年度は感謝の会を1学期のうち
に行い、児童との顔合わせを早めに行うことができた。年度末までに
来年度に向けた計画を立てる。
・学校運営協議会では「熟議」を行い、委員の意識付けは定着してきて
いるが、コミュニティスクールだよりを発行できていない。３月までに今
年度の総括として一号の発行を目指す。

B

・本校としての年間計画を立てることができた。
・人材マップ作成に向けて地域へのチラシを配付し、
得意なことを登録してもらっているところである。
・コミュニティスクール便りの1号を発行することがで
きた。

管理職・教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き方
改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価

管理職・教務・事務職員

学校名 伊万里市立山代東小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・「進んで学習」については、校内研究で『学び合い』を取り入れた授業に全学年で取り組み、児童が主体的に学ぶ姿が見られるようになってきている。さらに、めあてについて研修を重ね、より深い学びの実現を目指していきたい。
・「自分も友達も大切に」については、まだまだ指導が必要である。「一人も見捨てない」という考えを、もっと児童にも理解させ、思いやりのある言葉遣いについての指導に重点を置き、自分も友達も大切にできる学級づくりを推進していく。また、UDについては環境整備
のみにとどまっているため、学級経営や授業づくりにも取り入れていく必要がある。ただ、挨拶については、少しずつよくなってきている。
・「心と体をきたえ何事もチャレンジ」については、「山代っ子ウィーク」を中心に生活習慣の見直しを行うことができた。しかし、その後の振り返りが十分ではないため、なかなか徹底できていないところもある。家庭や児童に、取り組み状況を伝えて、改善するための取り組
みを実施していきたい。
・コミュニティスクールの活動も少しずつ進んでいる。次年度はサポーターの方々に協力していただき、本校独自の人材マップの作成を行う予定である。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・各項目については各担当者を中心に取り組むことができた。しかし、項目も様々であるため、担当者だけになってしまうこともあるので、学校全体で取り組めるように担当者が具体的方策を継続的に提案していく必要がある。

・学力向上に関しては、授業改善に取り組んでおり、それぞれの職員が「まずはやってみよう」としているところがよかった。校内研を中心として継続して取り組んでいきたい。

・挨拶に関しては、昨年度から課題が見られるため、もっと児童を使った取り組みを増やして自分事として意識させていきたい。

・3年後の閉校・統合を見据えた取り組みを少しずつ学校運営にも取り込んでいかなければならない。山代西小学校とも連携を密にしていく必要がある。

２　学校教育目標 「笑顔で　元気な　東っ子」の育成

３　本年度の重点目標

①　「進んで学習」・・・夢や志をもって学ぶ子　　　自ら関わり、考え、判断・行動し、成長に気づく子

②　「自分も友達も大切に」・・・自他や郷土のよさを知り大切にするとともに相手を思いやり、ともに生きようとする子

③　「心と体をきたえ　何事にもチャレンジ」・・・健やかな心を体をもち、前向きに何事にも挑戦する子


